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犬の膵萎縮
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鍵，５才，体重約10kgの雑翻犬で，1970年１２月初めか
ら食慾は変らない力F下痢が目立ち，削痩し，犬座姿勢を
好むようになったので獣医師の鯵を乞うた。Ｔ、３５℃，
Ｐ，１６０，貧血，栄養状態悪<，特異の臭気を持つ下痢を
蝿めた。栄養剤，抗生物質などで処冠したが，１月１８日
'二へい死した。剖検により，最大巾約１ｃｍ，長さ約12ｃｍ
で十二指腸間膜上に内接する弧を描く，発途の悪い膵が
麹められた。表面は顕粒状の分葉像を示した（図１．矢
印）。その他，犬糸状虫の寄生が認められた。
組織学的には，膵管，膵に分布する神経，血管などの

間質組細iに箸変なく，小葉は何れも'j､さく'j､葉間結合識
により境されていた。一部の間質に軽度のリンパ球浸潤
や，ヘモジデリン噸粒の小築合がみられた。一方，実質
では著しいﾀﾄ分泌系１１泉#111砲の欠落がみられ，大部分は内
分泌系島細胞の不規則な築合として認められた。これら
の中にLounoy染色でかろうじてその存在を蝿める程度の
チモゲン穎粒を含んだ貧弱な外分泌系腺細胞の霧状配列

が蝿められたにすぎない（図２，Ｈ－Ｅ染色弱拡大の矢
印附近）。これに対し組繊の大部分を占める鴎細胞には
特別な変化は蝿められない。

このような膵組織の萎小化については，外分泌系Blu田

胞が主として関与することはよく知られており，病理発

生学的には低形成と萎縮が考えられている。niI者は膵管

に変化のみられないのが常で，臨床的に発症:と治ゆを繰

り返しながら，生後１年位で致死的となり，後者の場合
は膵管の栓塞とか炎症を伴うのが常であるといわれてい

る（Ｊｕｂｂ＆Kennedy）。本例は年令が５才であること，

生前の経過が約１．５ヵ月である点などから，膵霧に変化
がないとはいえ，これを低形成として片附けるわけには

いかない。また，膵萎縮の多くが炎症に基づくものであ

ることは認めるとしても，本例にみられた程度の細胞反
応が，萎縮を脱明する炎症像と考えることもいささか困

醗なようである。従って，膵萎縮の病ﾖ里発生については
炎症に随伴しないものも存在し得ることを否定し去るわ
けにはいかない。

このほか，全身臓器組ﾎﾞli2の血管内に多数のミクロフィ
ラリヤが切片上に蝿められたが，豚組織内の血霧には認
められなかった。従って形態的には全身の強い循麺陣齊
などとの関遮も考えにいれる必要があろう。


